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一前言　
前近代の中国王朝が、その広大な領土と膨大な人口を統治
するために、世界史上でも稀に見る精緻かつ巨大な中央集権的官僚機構を備えていたことはよく知られているが、その歴史は秦の始皇帝による中国統一に始まり、以来、辛亥革命によって清朝が滅亡するまで二千年以上に渉って続い きた。しかもそれは各時代の情勢に応じて幾多の変遷を被りながらも、連綿として絶えざ 伝統を受け継いできたのであ 。例えば、前漢時代に既に存在していた九卿と総称される中央官庁――祭祀をつかさどる太常、宮殿警 にあたる光禄勲、司法を担当する廷尉、皇族を管理する宗正ほか――、官僚 監察をつかさどる御史、土木工事を管理する将作大匠、そして皇帝の書記 らのちに朝廷の中枢へと成長 った尚書省など、いずれも多少 改名や重要性の変化はあ ものの 清末に至るまで一貫して歴代各王朝に存在し続けてきたことは驚異的ですらある
（１）
。また六世紀以降、 隋唐王朝の官僚機構は、
日本をはじめとする周辺各国が国内の政治的統一を進めるうえでの模範とされたことも忘れてはならない。さらに統治以外の面から見ても、前近代の中国ではいわゆる知識人・文学者・学者・芸術家と見なされる人々が、わずかな例外を除けば、官位の上下は様々ではあるもののみな官僚としての身分を有していたことも見逃せない。 要するに前近代中国の歴史・文化 理解するうえで、官僚機構について 知識は不可欠なものと言わざるを得ないの ある。　
王朝の統治における官僚機構の重要性は、当然ながら歴代















二を試みる『漢書』百官公卿表もその一つである。先に前近代中国の中央集権的な官僚機構の歴史は秦の始皇帝に始まると述べた。 したがって秦代の 制は中国官制史の出発点として、当然、詳細な検討 加えられねばならないところだが、実は秦代の官制に関しては、残念ながら体系的 記録と呼べるものは現在残っていな
い（２）
。よって、前近代中国の官僚機構の起
源を考えるに際し は事実上、前漢時代のそれを対象とせざるを得ないのであり 前漢の官制を知るにあたっては百官公卿表こそがその基本史料となる であ 。　
百官公卿表は、後漢中期に班固が撰した『漢書』全一〇〇
巻のうち巻第一九にあた ――さら これが上下巻に分かたれる――、前漢一代の官制 記録であると同時に 一王朝の官制を体系的に述べた最も古 文献であ
る（３）
。この百官公卿表
上下巻の構成だが、巻上では序文に続いて丞相を始めとするいわゆる三公九卿といった中央政府から、地方の郡県に至るまで、 「十二万二百八十五人」の官吏 なる前漢官制の一々について名称・起源・職掌・定員・沿革・属官が述べられる。巻下では三公九卿および将軍など各官の任免につ て、高帝元年（前二〇六）から平帝元始五年（ ）にいたる二一一年間の年表形式で記録されている。ところで のち 正史においては官制を記録した篇は百官志・職官志というように「志」と名付けられることになるが 『漢書』においてのみ「 」と呼ばれる。これは班固の意図としては、上下巻のうち 下




















が官制を含む前漢の制度全般を記録しているが、現在見ることができるのは、一旦散逸したものを清・孫星衍 輯逸したものである。また『漢書』に先だつ正史である前漢中期の司馬遷『史記』には、巻第二二に漢興以来将相名臣年表が収録されるが、これは読んで字 ごとく、前漢初期から武帝時代までの将相就任者の年表であり 官制 全体像を述べたもではない。
　『漢書』百官公卿表上訳注を発表するに当たって　一九九七（平成九）年三月に大庭脩先生は関西大学を退職
されたが、卒業生からの「従前の研究会を継続してほしい」という要望を快く了解され、退職後の研究会が行われることになった。当初、王先謙『漢書補注』を底本として、 『漢書』百官公卿表の本文およびその顔師古注、王先謙補注 合わせ読み、それ 同時に、 『続漢書』百官志 『晋書』職官志、 『宋書』百官志を読み進めた。二〇〇二年六月より、いままで読み終えたものについて、発表を行うため、 『漢書』百官公卿表の草稿の準備を行ってい が、同年十一月、大庭先生が突然逝去された。　
先生の御逝去により、定期的な研究会が開催できなくなる
という状況の下で、準備した草稿はなんとか仕上げることとし、その作業が、二〇〇六年六月まで月一回のペースで続けられた。 れ以後は ワーキンググループをつくって再度原稿を検討することにしたが、注釈 水準や研究史の採り入れ方など、全体的に検討すべき個所があまりに多く、力不足と時間的 問題から作業が滞ってしまった。　
大阪産業大学の大川は、百官公卿表の公表に向けての作業


































































































































































































































































































ともに、坐して政務を議して全てを統括する。それ故に一つの職務によって官名を付けないのである。また三少を設置してそ 補佐とした。少師・少傅・少保 り、これ 孤卿として、六卿とあわせて九卿とした（
27） 。 『記』に「三公には






























れた『漢官』には「秦漢の官秩には中二千石・真二千石・二千石・比二千石の四等級があり 千 毎月粟一〇〇石を得、二千石は毎月粟一二〇 を得、真 千石は毎月粟一五〇石を得、中二千石は毎月粟一八〇 を得る」と云うが、百官表には中二千石・二千石・比二千石があ のみで、真二千石は無い 百官志五・百 受奉例でも同様である。考えるに、巻五〇・汲黯伝には「諸侯王の相の官秩 、淮陽太守を続けさせた」とあり、如淳










官の俸給は万石から百石ま 全部で十五等級しかなく、八百石・比八百石・五百石・比五百 四等級がない。百官志五および劉昭注補所引の荀綽『晋百官表注』も同様である。しかし百官表には 「諌大夫の官秩 比八百石」とあり、巻七二・貢禹伝では諌大夫の官秩を「八 石」とし、巻八九・黄覇伝に「宣帝は黄覇を潁川太守に任じ、官秩は八百石とした」とあり、巻七五 京房伝に「元帝は京房を魏郡太守に任じ、 秩は した」とあり、巻九七上・外戚伝上の序に「七子は八 石に準じ、右庶長に比す。良人は八 に準じ、 左庶長に比す」とある。また、百官表本文に 「県の戸数が一万戸以下ならば、長官を長とする。官秩は五百石」 ある。以上 り、これら四等級の官秩は存在しない、とは言えないこと



















































































炎帝（神農） ・共工・太皞（伏羲） ・少皞・顓頊の順に述べるのに対して、本文では共工 除いた上で、
宓
羲（伏







































































































































にもとづく。ただし蔡墨説では、 重 黎とは人名であり、それぞれ句芒・祝融に任じられたことになっている。これに対して百官表本文では明らかに、重 黎とは句芒・

























































































































































は刖である（郭璞注、 足を切断すること） 」 、 『経

















































































































































































経異義』が引用され、 「 『古周礼』の説 は、天子は三公を設置して、太師・太傅・太保といった。これらには属官は無く、王と同じ職務であったため、 『周礼』冬官考工記に『坐して道を論ずるものは これを王公と謂う』というのである。また三少を設置して、三公の副官とし
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か。司空・司馬・司徒である。司馬は天を主り、司空は土を主り、司徒は人を主る」と云 、 『白虎通』封公侯に「王者が天命を受けると 天・地・人の官職 置する、それ故に職務を分けて三公を置き、それぞれ一つずつを主らせて、その功績を挙げさせ いう。こ らは百官表本文に「一つ 職務によって官名を付けない」とあるのとは異なる。 『論衡』順鼓篇には『尚書大伝』
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王先謙がいう。 『尚書大伝』 に 「四岳・八伯」 とあり、
鄭玄注には「八伯とは、畿外の八州に拠り、畿内には伯を置かない」と云う。また『周礼』賈公彦疏 序 は鄭玄注 引用して「四岳は四時の官、四岳の事を主る。始め羲和の時に、尭が既に陰陽を分けて四時として、羲仲



















































































則」 、 『読書纂余』 、みすず書房。
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